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自動運航システム等に係る検査手続きの流れ
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【提出書類】
・運用コンセプト
・運航設計領域
・リスクアセスメント報告書
・安全管理書類 等

船舶所有者
（建造船の場合は、造船所が所有者となることが多い）

国

① 検査申請

システム統合者、
システム供給者等

設計段階の検査

機器搭載前の検査

船上における検査

② 検査執行

（運航設計領域等に基づいて運航）

設計書類作成

機器の性能試験 等

引き渡し

⑥ 自動運航船として
の検査証書交付

⑤ 運航時の検査
（運航時から自動運航シス
テム等を検査）

シミュレーション試験

③ 初期段階の自動
運航船※としての
検査証書交付

⑦ 自動運航船として
運航可能

証書の書換

④ 実証運航可能

※ ③初期段階の自動運航船とは、自動運航システムの
全てのタスクに人の介在を有するもの

造船所等

協力・連携

申請

検査

交付

検査

交付

船舶安全法に基づく検査



1章 総則

1.1 適用

1.2 定義

1.3 原則

2章 自動運航システム

2.1 一般

2.2 状況認識

2.3 衝突・座礁回避

2.4 経路の実行・監視

2.5 船員への引継ぎ

2.6 情報記録

2.7 警報管理

2.8 その他の要件

3章 遠隔支援設備

3.1 一般

3.2 機関の遠隔監視

3.3 航行の遠隔監視

4章 リスクアセスメント

4.1 リスクアセスメントの実施

4.2 リスク軽減策

4.3 リスクアセスメントの留意事項

安全管理体制

ステップ１ 設計段階の主な検査

➢ 自動運航システム等に関係する書類（例：運用コンセプト、リスクアセスメン
ト報告書、安全管理書類）の審査

➢ 衝突・座礁回避や経路の実行・監視等の機能評価

➢ 設計段階におけるリスクアセスメント

ステップ２ 機器搭載前の主な検査

➢ 自動運航システム等を構成する機器の性能確認 （ステップ１で検査された書
類に基づく）

➢ 自動運航システム等を構成する機器間の連携確認

➢ リスクアセスメント（変更等により、必要な場合）

ステップ３ 船上における主な検査

➢ 自動運航システム等を構成する機器の搭載確認

ステップ４ 運航時の主な検査

➢ 実海域における自動運航システム等の検査

➢ リスクアセスメント（変更等により、必要な場合）

安全基準と検査の関係
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〈安全基準〉 〈各ステップの検査内容〉



⚫ 設計段階の検査では、搭載される自動運航システム等の設計について、安全基準への適合性を船舶所有者よ
り提出される書類により確認する。

⚫ また、自動運航システム等に求められる機能について、要件への適合性を機能確認試験（シミュレーション等）、
リスクアセスメントを実施して確認する。

ステップ１ 設計段階の検査(1/２)

船舶所有者は、船舶検査の提出書類に加えて次の(1)から(８)に掲げる資料を国に提出しなければならない。

１ 提出書類

(1） 自動運航システム等を搭載した船舶の運用コンセプト

(２) 自動運航システム等の機能要求仕様書及び設計書

(３) 自動運航システム等の手引書（自動運航システムと人の役割分担，使用方法，保守管理等を含む安全管理に係る事項）

(４) 設計開発体制に関する資料（品質計画書及び品質マニュアルを含む）

(５) 設計開発プロセスに関する資料

(６） 自動運航システムの機能確認試験（シミュレーション等）の報告書 

(７) リスクアセスメントの報告書

(８) その他必要と認める資料
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ステップ１ 設計段階の検査(2/２)

２ 機能確認試験

船舶所有者は、自動運航システム等の各機能について、シミュレーション等による試験を行わなければならない。また必要に
応じて試験結果を設計（運用コンセプト等）に反映させなければならない。

• 状況認識
• 衝突・座礁回避 （資料２－２で詳述）
• 経路の実行・監視
• 船員への引継ぎ
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（１） 設定した運用コンセプト等が適切であることを確認するため、有識者等で構成される会議体によるリスクアセスメントの実施に
より確認する。

（２） リスクアセスメントの実施方法については、日本船舶技術研究協会/海上技術安全研究所の報告書「自動運航船/無人運航船の
リスク解析手順書」に基づき実施・・・・第4回WGで説明

３ リスクアセスメント

リスクの特定

リスク分析

リスク評価

リスクアセスメント

目的を妨害する可能性のあるリスクを認識すること
• リスク源
• 原因及び事象 等

リスクのレベルを含め、リスクの性質及び特徴を理解すること
• 事象の起こりやすさ及び結果
• 結果の性質及び結合性 等

決定を裏付けること。
• リスク対応の選択肢を検討
• リスクをより深く理解するため更なる分析に着手 等

〈参考〉 一般的なリスクアセスメントのプロセス （JIS Q ３１０００：２０１９）

• 情報記録
• 警報管理
• その他

※ ステップ２からステップ４は第4回WGにて説明
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